
校長室の窓から ～夢の扉 第５０号～修了式編 Ｒ３．３．２４（水）

令和２年度が終了しました。 文責 学校長

～修了式・退任式を行いました～
１ 大学入試で大健闘しました。～３年生の頑張り、１・２年生の協力に感謝～
今春の大学入試の結果、国公立大学（前・中・後期）に現役１３２名（国立９８名・公立３４名）、浪人１７名（国立１

７名）計１４９名、私立大学に現役２２９名、浪人１５名がそれぞれ合格の栄冠を手にしました。中でも、東京大学に２名

（現役２）、京都大学に２名（現役１・浪人１）、大阪大学に４名（現役３・浪人１）、九州大学に１０名（現役７・浪

人３）、佐賀大学医学科に４名（現役３・浪人１）、東京外大・筑波大・横浜国立大・神戸大にそれぞれ１名（いずれも

現役）と難関大学でも大健闘しました。私立大学も福岡大６６名、西南学院大２０名を始め、全体で２７０名が合格し、

慶応・明治・法政・津田塾・同志社・立命館・関西などの難関大合格者も出ています。今年度はコロナ禍で長期休校と

なり、授業の進度も心配されましたが、先生方の熱心な指導と３年生の最後まで諦めない頑張りで見事な成績を残して

くれました。また「受験生のために」を合言葉に感染者を出すことなく授業や放課後補習、土曜セミナーを実施するこ

とができたことについては、１・２年生の協力にも感謝いたします。

２ 令和３年度春の人事異動で1８人の先生方が転任されます。
本日の新聞でも発表されているとおり、今年度末で、１８名の先生方が転任されます。転任される先生方のメッセー

ジを心に留め、諸君の４月からの更なる飛躍につなげてほしいと願っています。

今春の人事異動で転退任される先生は以下の先生方です。※敬称略

○高尾和範（教頭） ○古賀健一（主幹） ○江頭徳親（日本史）○近藤真二（政経） ○松口雄一（数学）

○籾井弘臣（数学） ○中田憲成（物理） ○小川慶輔（生物） ○松岡陵子（英語） ○古賀優子（英語）

○杉原周平（保体） ○牟田久俊（数学） ○大宅健太（英語） ○中村朋寛（数学） ○安海裕一郎（事務主任）

○馬場香奈美（主事）○平松香奈子（主事）○糸山 綾（司書）

３ 少林寺拳法部が全国選抜大会に出場します。
３月２６日（金）から香川県善通寺市で開催される「第２４回全国高等学校少林寺

拳法選抜大会」に本校少林寺拳法部のメンバーが出場します。全国大会での活躍を期

待しています。感染に十分に気を付けて頑張ってください。

４ 今週の故事成語・・・「出藍の誉れ」 【問題】英語で表現すると？

弟子が師匠の学識や技量を越えることのたとえ。
（出典：『荀子』より）

【由来】「藍」は染料に使う藍草のこと。藍草で染めた布は藍草よりも鮮やかな青色

となるが、その関係を弟子と師匠にあてはめて、弟子が師匠の学識や技術を越えると

いう意味。学問の重要性をうたった荀子の言葉から。荀子（じゅんし）が学問の重要

性を説明するために使った言葉からできた。「学問は奥深く終わりがない。勉強をお

こたらず、はげむことが大切だ。青は藍（あい）より取りて藍よりも青く、氷は水よりつくりて

水よりも冷たし。」青色の染料は藍という草から作られるが、その色は藍という草の色

よりもさらに青い。氷は水から作られるが、その水よりも冷たい。つまり、もとにな

った物よりも、それからできた物の方が優れている。このように学問も積み重ねによ

って、さらに発展するということ。（参考：「故事ことわざ辞典」より）

５ 今週の名言・・・副島種臣（佐賀県出身）の言葉です。
東洋の学者は人の禽獣に異なる所以を説き､西洋の学者は
人の禽獣に同じき所以を説く。
【解説】 佐賀新聞の題字（右参照）に現在でも目にする書家で、中林梧竹とともに佐賀を代表する書の大
家です。その号を蒼海と称し、「蒼海・梧竹翁顕彰書道展」として現在でもその名を留めています。上記の

言葉は、「人は禽獣と異なるからそのことをよくわきまえて人の道を歩めというのが東洋の思想であろうが、

人は禽獣と同様愚かな行為に走ることが多いのでそれを戒める必要があるというのが西洋の思想である。」

ということ。攘夷思想を支えていた価値観が現れている。

【副島種臣について】 日本の江戸時代末期（幕末）から明治時代の佐賀藩士、政治家、書家。佐賀藩出身。
通称，二郎。号，蒼海。維新の際の功によって明治政府の参与・参議・外務卿。征韓論を唱えて下野。の

ち枢密院顧問官・内務大臣を務めた。豪快な書でも知られる。４４歳で外務卿(大臣）をつとめ日清修好条

規を結ぶなどした佐賀藩出身の俊才ですが、書の方が後世に大きな影響を与えています。（「Wikipedia」より）

６ 漢字検定に挑戦・・・『魚へんの漢字・漢検１級』から いくつ読めますか？

①鱚 ②鰤 ③魳 ④魛 ➄鮃 ⑥鰊 ⑦鮖 ⑧鯰 ➈鰈 ⑩鱧

⑪鮇 ⑫鰙 ⑬鰰 ⑭鱆 ⑮鯑 ⑯鰌 ⑰魬 ⑱鰆 ⑲鯣 ⑳鯱
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７ 今週の一冊・・・司馬遼太郎の『アームストロング砲』（講談社文庫）です。

幕末随一の文明藩、佐賀藩の鍋島閑叟は、若い秀才たちに極端な勉学を強
いた。近習・秀島藤之助は、世界最新の高性能大砲の製造を命じられ、頭脳
の限り努力する。酷使された才能は斃れたが、完成したアームストロング砲
は、彰義隊を壊滅させ、新時代を開いた。風雲の中に躍動する男達を描く、
傑作の9編を収録。 （参考：本書裏表紙説明より）

【解説】 司馬遼太郎の「竜馬がゆく」には残念ながら佐賀藩（肥前藩）の人物の活躍は
ほとんど描かれていません。しかし、本短編集の中の一編「アームストロング砲」の中で、藩主・鍋島直正（閑叟）

を始め佐賀藩の活躍が描かれています。それによると佐賀藩は、嘉永二年にすでに日本最初の製鉄所をつくり、洋式銃

器を国産しはじめ、さらに領内の三重津で海軍所をもち、安政年間には造船産業をおこし、国産の蒸気軍艦の製造に乗

り出した事が紹介され、これらの産業開発のために藩の秀才を選抜して、英語、数学、物理、化学、機械学を学ばせ、

かれらに極端な勉学を強います。「勉学は合戦とおもえ」と、閑叟は秀才たちに訓示したと記してあります。ふるさと佐

賀に誇りを持たせてくれる一冊です。

【作者・司馬遼太郎について】 １９２３年大阪市生まれ。大阪外国語学校蒙古語科卒。産経新聞社勤務中から歴史小
説の執筆を始め、５６年「ペルシャの幻術師」で講談倶楽部賞を受賞する。その後、直木賞、菊池寛賞、吉川英治文学

賞、読売文学賞などに輝く。９３年文化勲章を受章したが、９６年７２歳で他界した。（参考：本書の著者紹介文より）

８ 日本全県の名所とスイーツめぐり…第５０回は佐賀県（武雄市）です。
○名所 （参考：「ぐる旅」その他より）

◆武雄温泉楼門・・・武雄温泉のシンボルともいえる楼門は、竜宮城を連想させる鮮やかな色彩と形で、天平式楼門
と呼ばれ、釘を１本も使用していない建築物です。東京駅を設計した辰野金吾の設計で大正４年に完成しました。日本

の近代建築の先駆者である辰野金吾は唐津出身です。彼はほかにも、日本銀行本店、東京駅（丸の内駅舎として復元）

などの設計を行いました。さて、東京駅の丸の内駅舎天井には、８つの干支のレリーフがあります。本来、１２支である

はずなのに、なぜ８つなのかは謎とされていました。実は、残りの４干支が武雄温泉楼門の２階にあることが分かったの

です。東西南北を表すねずみ、うさぎ、うま、とりのレリーフがあり、東京駅と合わせることで１２支が完成します。こ

れは、辰野金吾博士の遊び心ではないかといわれています。

◆御船山楽園・・・４月下旬から５月初めにかけて色とりどりののツツジが咲き誇り、園内一面、ツツジの絨毯を敷
き詰めたようになります。H ２１年には国登録記念物に認定されました。御船山は、その姿が唐船に似ていることから
唐船山とも呼ばれています。この山の西麓に広がるのが御船山楽園です。武雄領第２８代領主・鍋島茂義公が別荘を設

けるため、約３年の歳月を費やしてこの地に造園したといわれています。春は、２千本の桜、そして５万本のツツジが

中国の山水画を彷彿させる御船山の断崖を背景に見事な景観を作ります。お茶会や撮影会のほか、多彩な催しも企画さ

れています。夏は、世界で活躍するウルトラテクノロジスト集団「チームラボ」によって作り出された御船山楽園の池

の水面にプロジェクションなど、新作含む２１作品の圧巻のデジタルアートプロジェクトを楽しむことができます。秋は、

御船山の懐を錦に染める樹齢１７０年の大モミジの古木に、ツツジ谷、振り向き坂などの名物スポット、池越しに眺め

る紅葉など昼と夜で雰囲気が変わる絶景です。

○スイーツ・土産
【山里屋の百合羊羹】この「太白百合羊羹」を考案した４代目は非常に体が弱く、特に胃腸が弱かったこともあり、当
時の漢方では百合の根が良いという事を知りそれをお菓子に利用できないかということで試行錯誤の末、百合の根を裏

ごして使用する「太白百合羊羹」が出来上がったそうです。白生餡と百合の根を使うことで甘さを抑えた仕上がりであ

り、封を開けると、ほんのりと百合の根の風味が漂います。これが今でも当店の看板商品となっており遠方へのお土産

やお茶請けにも御利用して頂いています。 （参考：ＨＰより）

【恵比須堂の煎餅】 「恵比須堂のせんべいは、なしじゃいろ昔から、うまかうまかと評判です。一度食べたら『こり
ゃ、ほんなもんい！』とご納得いただけるせんべいです。佐賀の人情が創り出す、気取らない素朴な菓子。いっぺん食

べてみてください！」 （参考：ＨＰより）

９ 保護者の皆様へ…武高坂の桜も満開です。今週末までが見頃です。
武高坂の桜が満開です。昼間の桜に加えて車のヘッドライトで照らして見る夜桜も楽しめます。ぜひご来校ください。

【表面の問いの答】「◇ surpassing one's master ◇ excel one's teacher in ◇ outstrip one's teacher in

①鱚（きす） ②鰤（ぶり） ③魳（かます）④魛（たちうお）➄鮃（ひらめ）
⑥鰊（にしん） ⑦鮖（かじか） ⑧鯰（なまず） ➈鰈（かれい）⑩鱧（はも）
⑪鮇（いわな） ⑫鰙（わかさぎ）⑬鰰（はたはた）⑭鱆（たこ）⑮鯑（かずのこ）
⑯鰌（どじょう）⑰魬（はまち） ⑱鰆（さわら） ⑲鯣（するめ）⑳鯱（しゃち）


